
第 1期 小郡寺子屋「志学舎」報告書【第 3講座】 

開催日 ２０２２年６月２６日（日） 

● 時 間 ９：３０～１６：３０ 

● 場 所 中冨記念くすり博物館（佐賀県鳥栖市神辺町２８８番地１） 

小郡市生涯学習センター（小郡市大板井） 

● 参加者  

 ■第１期生１６名（欠席なし） 

 ■木村 貴志 塾長 ／森 就子（事務局）／井上 和樹（事務局）／西山 茂代（事務局） 

 

● 内 容 日帰り研修（中冨記念くすり博物館見学）・座学 

     9：30～ 9：45  中冨記念くすり博物館に関する事前学習（映像資料） 

     10：05～12：00  中冨記念くすり博物館の見学 

     12：25～13：10  昼食（お弁当） 

     13：10～14：20  中冨記念くすり博物館見学のレポート作成 

     14：30～16：20  座学（コーヒーの歴史・日本茶の歴史・「志」を立てるために） 

     16：20～16：30  本日の振り返り 

        ☆号令：山﨑 月雲 

 

■ 中冨記念くすり博物館に関する事前学習（映像資料） 

 ○見学を前に映像資料にて中冨記念くすり博物館の概要を知る。 

 

■ 中冨記念くすり博物館の見学 

 ◆見学を前にワークシート（全３４問）を配布・説明し、見学中に全問の回答 

記入を指示 

 ○１階「現代のくすり・世界のくすり」 

 【問題例】・高峰譲吉は何をした人ですか・ガリポットとはなんですか 

      ・新しい薬ができるまでどれくらいの時間とお金がかかりますか 

・新薬の成功確率は何％ですか 等 

 ○２階北側「むかしのくすり・田代売薬」 

【問題例】・張り子の虎は、なぜ作られ、配られたのですか 

・『本草綱目』とは何ですか 

     ・田代はどこの藩の所属でしたか？それはなぜですか？ 

・朝日万金膏とはどのようなものでしたか 等 

 ○２階南側「薬木薬草園」 

 【問題例】・ヤブランの【用部】と【用途】を答えてください。 

      ・ミッキーマウスノキの【用部】と【用途】を答えてください。等 

 

■ 中冨記念くすり博物館見学のレポート作成 

 ○出発前に観た映像（中冨記念くすり博物館の紹介）を再度見返す 

  ・出発前に観たときと感じ方が違うのではないか。 

○見学しての塾生の意見を発表（ロジックツリー作成の参考に） 

  【主な意見】 

   ・いつも見ているもの（身近な植物）が薬となっている。 

   ・生薬のもとにはいろいろな生物が使われている。 

   ・昔の日本人が薬に関してたくさんの偉業を成し遂げている。 

    （高峰譲吉のタカジアスターゼ・アドレナリンは１００年以上前のものが現在も使われている） 



   ・薬の研究者に、日本人が多い。 ・薬の開発にはお金と時間がとてもかかる。 

   ・配置売薬は 20 ㎏も担いで山口まで歩くなど大変 ・日本の守り神、昔の薬について知ることができた。 

○ロジックツリーの作成（１０分間） 

 ○レポート作成（４０分） 

  【塾長アドバイス】 

・レポートは読む相手がいるので、相手のことを考えて書く 

  ・ロジックツリーの組み立て通りにレポートを書く 

  ・自分が知っていたこと、経験したことと今日のことを繋げて書く 

  ・きちんとインプットするとアウトプットしやすい（自分から取りに行く） 

 

■座学（コーヒーの歴史・日本茶の歴史・「志」を立てるために） 

  ○志学舎・少年教育１０原則 朗唱 

   【塾長より】ただ読むだけでなく、内容について考えながら読む 

 ○コーヒーの歴史・日本茶の歴史（映像資料の視聴） 

  【塾長より】第２講座の経営者講話と本日の見学とつながるが、どちらも 

昔は薬として活用されていた 

 ○「志」を立てるために 

  ◎孫正義のインタビュー映像視聴 

   孫氏のことばより 

・若いということは無限大の夢を持てる。夢はその人の人生に比例するので、大きい夢を持ったほうがよい。 

・夢を達成できるかできないかの違いは、どのくらい心の底から努力したか 

・夢を描くにはビジョンをしっかり持つべき。志高く。 

  ◎「志」とは何か 

   ①夢・・・私的なものから公的なものまで幅広く使う。思い付きでも言える。儚く消えることも多い。 

   ②ビジョン・・・具体性、計画性。それらに数字が入る。 

   ③志・・・人々のため、社会のため。考え抜いた信念。 

 ○どうすれば「志」を立てられるのか 

  ◎橋本左内に学ぶ・・・①読書（先人の生き方）②師友（いろんな人たちとの出会い） 

             ③逆境（ピンチはチャンス）④感激（行動するしかない） 

  【塾長より】 

急激な世界の変化、世界の中の日本の変化に対応するためにも、これからの教育には「個の確立」 

（グローバル対応力）が必要 

    ※「個の確立」３要素：①自分で考える・意思・行動②プリンシプル③志あるリーダー（社会全体） 

 

■本日の振り返り 

  【塾生の感想】 

  ・目標は少しがんばったところにあるほうがいい。 ・マイナス思考だったが、あきらめないことが大切。 

  ・大きな夢を持つほうがよい。 ・これから目標、志ができればいいと思う。 

  ・意思、決意、情熱をもって取り組むことが必要。 ・やるべきことを考えることが大事だと思った。 

 

 

 

 

 

 

 

 
薬 20Kg は重い？ 自由見学①（クイズ） 自由見学②（ぬり絵） 


